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議会だより議会だより議会だよりとおのとおのとおの

安全運転おねがいします。
　園児の交通安全教育の一環として、交通安全協会宮守分
会が毎年宮守総合支所ホールを会場に開催している「交通
安全たなばた」。宮守保育園の園児が、協会員手作りの七
夕飾りの下で、元気いっぱい家族への「交通安全の願い」
を書いた短冊を披露しました。
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平
成
29
年
６
月
定
例
会
が
、６
月
９
日
に
招
集
さ
れ
、

16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
12
日
と
13
日
に
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
７
人
の
議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
14
日
に
行
わ
れ
た
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、

議
案
第
37
号
か
ら
議
案
第
51
号
ま
で
の
15
件
が
付
託
さ

れ
、
専
決
処
分
に
関
す
る
条
例
３
件
、
予
算
１
件
を
承

認
し
、
条
例
４
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
５
億
６
千

万
円
）
１
件
、
そ
の
他
６
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
議
員
発

議
に
よ
る
意
見
書
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
は
、
平
成
23
年
３

月
11
日
の
震
災
に
よ
り
議
会
機

能
を
宮
守
総
合
支
所
に
移
し
て

以
降
、
25
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
市
役
所
本
庁
舎

が
完
成
間
近
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、最
終
日
の
本
会
議
終
了
後
、

「
議
場
お
別
れ
会
」
を
開
き
、

６
年
３
カ
月
使
用
し
た
議
場
に

対
し
て
議
長
か
ら
感
謝
と
お
礼

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

請　

願

◆
請
願
第
２
号　

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
１

８
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
採
択
の
要
請

に
関
す
る
請
願

［
請
願
者
］
岩
手
県
教
職
員
組
合

花
巻
遠
野
支
部
支
部
長 

�
 

菊
池
利
行
ほ
か
１
名 

�

（
採
択
）

議
員
発
議

　

今
定
例
会
で
は
、
１
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

１
件
）
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。意  

見  

書

◆
発
議
案
第
３
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
求

め
る
意
見
書

　

学
校
現
場
に
お
け
る
課

題
が
複
雑
化
・
困
難
化
す

る
中
で
子
ど
も
達
の
豊
か

な
学
び
を
実
現
す
る
た
め

に
は
教
材
研
究
や
授
業
時

間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し

か
し
、
７
～
８
割
の
教
職

員
の
一
月
当
た
り
の
時
間

外
労
働
時
間
が
80
時
間
の

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て

お
り
、
長
時
間
労
働
是
正

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
の
教
職
員
定
数
改
善
も

欠
か
せ
な
い
。　

　

い
く
つ
か
の
自
治
体
で

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
で
独
自
財
源
に
よ
る
定

数
措
置
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
地
方
自
治
体
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
。
子
ど

も
達
が
全
国
ど
こ
に
い
て

も
一
定
水
準
の
教
育
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
国
の
施
策

と
し
て
定
数
改
善
に
向
け

た
財
政
保
障
を
し
、
子
ど

も
達
の
豊
か
な
学
び
を
保

障
す
る
た
め
の
条
件
整
備

を
図
る
た
め
、
教
職
員
定

数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
国
負
担
割

合
を
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

６
月
定
例
会

６月定例会議案審議結果

宮
守
総
合
支
所
の
議
場
、最
後
の
定
例
会

議　　　案　　　名 審議結果

議案第 37 号 平成 28 年度遠野市一般会計補正予算（第８号）の専決処分に関し承認を求め
ることについて 承　　認

議案第 38 号 遠野市市税条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めることに
ついて 承　　認

議案第 39 号
遠野市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例及び遠野市復興
産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する
条例の専決処分に関し承認を求めることについて

承　　認

議案第 40 号 遠野市保育料条例の一部を改正する条例の専決処分に関し承認を求めること
について 承　　認

議案第 41号 遠野市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第 42 号 遠野市公告式条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第 43 号 遠野市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第 44 号 遠野市市税条例の一部を改正する条例の制定について 全員賛成

議案第 45 号 姉妹都市の締結について 全員賛成

議案第 46 号 岩手中部広域行政組合の共同処理する事務の変更及び岩手中部広域行政組合
規約の一部変更の協議について 全員賛成

議案第 47 号 河川災害復旧（山口川）工事の請負契約の締結について 全員賛成

議案第 48 号 財産の取得について 全員賛成

議案第 49 号 財産の取得について 全員賛成

議案第 50 号 財産の取得について 全員賛成

議案第 51号 平成 29 年度遠野市一般会計補正予算（第１号） 全員賛成

発議案第3号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を求める意見書 全員賛成

平成29年度市議会定例会年間予定

９月定例会 12月定例会 ３月定例会
本 会 議 （開会） ９月８日（金） 11月28日（火） ２月20日（火）
本 会 議（一般質問） 11（月）・12日（火） 12月４（月）・５日（火） ２月26（月）・27日（火）

決 算 特 別 委 員 会 13（水）～15日（金）
19日（火）

予算等審査特別委員会 20（水）・21日（木） ６（水）・７日（木）
２月28日（水）〜

　　　  ３月２日（金）
　   ５（月）～８日（木）

本 会 議（最終日） 22日（金） ８日（金） ９日（金）
　定例会の本会議及び特別委員会の開催時刻は、午前 10 時を予定しています。ただし、最終日の本会議の開催時刻は、
午後２時となります。
※上記は予定であり、議会の会期は、その都度会期毎に正式に決定されますので、変更があった際はご了承ください。

９月定例会以降は、新庁舎（中央通り）の完成により、新議場での開催となります。

6 月 定 例 会 6 月 定 例 会
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市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等について一部
ご紹介します。（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

議会だよりは身近な話

題が多く、関心を持って

読ませて頂いています。

�（綾織町、65歳、女性）

議会だよりの表紙を見て読んでみまし

た。介護業界の人材不足、でも活動も

はじめているんですね。応援しています。

� （松崎町、49歳、女性）

議員の皆様は大変、熱心に議論され

ており、毎回楽しみにしています。

� （上郷町、33歳、男性）

「とおの議会だより」正直ぱらっとめくるくらいでしたが、

グラフで見る平成29年度一般会計予算で、使うお金

のグラフ科目の下に説明が記され、使いみちが分かり

やすい。クイズに応募するためには、内容を読まなけれ

ばならず、全ページ読みました。

� （宮守町、69歳、男性）

わたしのひとことを読んで、なるほどなぁ

と思いました。私も67歳になっている

んですが、遠野市に何か貢献できるこ

とはないかなぁと考える今日この頃です。

頑張れ青年たちよ。

� （上郷町、67歳、男性）

　

各
会
場
で
出
さ
れ
た
ご

意
見
や
会
場
の
様
子
を
簡

単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

遠
野
会
場

参
加
者
：
７
名

　

「
快
適
な
市
街
地
を
ど

う
作
ろ
う
か
」
を
テ
ー
マ

に
、
20
年
後
も
公
共
施
設

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
城

下
町
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
な
ど
話
し
合
っ
た
。

綾
織
会
場

参
加
者
：
11
名

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

⃝
�

市
役
所
に
結
婚
仲
人
課

を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

⃝
�

農
作
業
が
元
気
に
な
れ

ば
地
域
も
元
気
に
な
る

と
思
う
。

⃝
�

少
子
高
齢
化
社
会
の
中

で
支
え
あ
う
集
落
機
能

の
維
持
の
た
め
の
地
区

セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

強
化
。

小
友
会
場

参
加
者
：
15
名

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

⃝
�

新
事
業
を
や
る
と
き
は

も
っ
と
市
民
の
声
を
吸

い
上
げ
る
よ
う
に
。

⃝
�

議
員
の
生
の
声
を
聞
け

て
良
か
っ
た
。

⃝
�

普
段
会
話
を
す
る
機
会

が
な
い
人
と
話
す
こ
と

が
出
来
、
新
し
い
発
想

も
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
。

附
馬
牛
会
場

参
加
者
：
12
名

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

⃝
�

市
政
に
対
し
て
、
あ
ま

り
声
を
出
さ
ず
に
今
ま

で
過
ご
し
て
き
た
が
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
を
聞

い
た
り
、
話
し
た
り
、

楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。

熱
く
な
っ
た
自
分
の
思

い
が
議
員
の
方
々
に
伝

わ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

た
。

松
崎
会
場

参
加
者
：
８
名

「
子
育
て
環
境
を
か
だ
っ

て
み
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
、

20
年
後
も
若
い
世
代
が
の

ん
び
り
安
心
し
て
過
ご
せ

る
松
崎
町
に
す
る
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
な
ど
話
し

合
っ
た
。

土
淵
会
場

参
加
者
：
17
名

【
意
見
・
提
言
】

⃝
�

土
淵
小
学
校
大
規
模
改

修
の
早
期
着
工
と
児
童

館
の
整
備
に
つ
い
て

⃝
�

台
風
10
号
災
害
に
係
る

早
期
復
旧
工
事
に
つ
い

て

⃝
�

携
帯
電
話
の
不
感
地
域

の
解
消
に
つ
い
て

青
笹
会
場

参
加
者
：
22
名

「
住
み
良
い
町
の
環
境
と

は
何
だ
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
20
年
後
も
子
供
が
多

く
、
誇
れ
る
青
笹
町
で
あ

る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か

な
ど
話
し
合
っ
た
。

上
郷
会
場

参
加
者
：
13
名

「
働
く
場
、
子
育
て
環
境

を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ

に
20
年
後
も
す
ば
ら
し
い

小
学
校
の
体
験
教
育
が
誇

れ
る
上
郷
町
で
あ
る
た
め

に
な
ど
話
し
合
っ
た
。

達
曽
部
会
場

参
加
者
：
27
名

「
児
童
の
安
全
を
守
る
た

め
の
取
り
組
み
」
を
テ
ー

マ
に
20
年
後
も
「
子
供
も

地
域
も
元
気
で
あ
る
こ

と
」
が
誇
れ
る
達
曽
部
で

あ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
話
し
合
っ
た
。

鱒
沢
会
場

参
加
者
：
13
名

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

⃝
�

農
業
で
生
計
が
成
り
立

つ
仕
組
み
を
考
え
て
い

き
た
い
。

⃝
�

林
業
の
活
か
し
方
。

⃝
�

地
域
活
動
、
農
業
、
福

祉
も
す
べ
て
「
で
ん
で

ら
野
」
方
式
で
。

宮
守
会
場

参
加
者
：
18
名

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ

⃝
�

対
話
と
会
話
か
ら
始
ま

る
。
も
っ
と
人
と
話
し

合
い
、
交
流
を
深
め
て

い
く
。子
ど
も
達
に
も
伝

え
て
い
く
こ
と
が
あ
る
。

⃝
�

地
域
を
守
る
た
め
、自
分

が
や
れ
る
こ
と
を
や
る
。

⃝
�

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
の

よ
う
な
市
民
か
ら
直

接
、
知
恵
や
情
報
を
い

た
だ
く
仕
組
み
を
多
く

考
え
つ
く
る
。

　
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
を
、
４
月
24
日
か
ら
28
日
及
び

６
月
20
日
の
６
日
間
、
市
内
９
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
例
年
の
対
面
式
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
会
場

で
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
方
式
を
導
入
し
、
議
員
と
市
民
と
の

対
話
の
中
か
ら
、
遠
野
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

が
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
互
い
の
思
い
や

考
え
の
背
景
を
共
有
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
遠
野
市
議
会
は
、
左
の
よ
う
な
流
れ
で
、
対
話
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
参
加
者
の
気
づ
き
に
つ
い
て
調
査
分
析
を

進
め
、
市
へ
の
提
言
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

『
市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会
』を
開
催

平 

成 

29 

年 

度

４月	 市民と議会との懇談会
	 	 ↓
５月～６月	 問題整理・発見（各常任委員会）
	 	 ↓
７月～８月	 分析・討論・集約（各常任委員会）
	 	 ↓
９月～10月	 提言立案（議会運営委員会）
	 	 ↓
10月	 討論（全員協議会）
	 	 ↓
11月	 政策提言
	 	 ↓
12月	 当局から回答
	 	 ↓
１年後	 政策検証・評価・市民への還元

政策提言検証の流れ（平成29年度）

　ワークショップ型は自由発言で議員さんとの距離が近く感じて良かった。
遠野は先人達がつくりあげてきた広大な土地という財産があるので生産・加
工・販売の農業を元として活性化できるまちになってほしいと願う。
　先人の知恵にたくさんの子供の笑顔、若者の夢が集結するのが理想である。
　懇談会では、「将来を見据え若者が定住し、これからを盛り上げるまち」等
の意見が圧倒的に多く出たが、自分の子供でさえ市外、県外で就労、生活し
ている中で魅力あるまちづくりとはどんなものなのか、大きな課題と感じた。
　次回は、若者限定でワークショップの開催を試みてはどうだろうか。
� （小友町　菊池恵美子さん）

参加者の声

　以前、対面方式での懇談会に参加したこともあるが、グループでの懇談は楽し
かった。「20年後どうありたいか」私は玄

やしゃご
孫といっしょに元気に暮らしたい！と

答えたが、チームを変えても、みなさん同じことを考えているなぁと感じた。
　地元の議員ともこのような懇談の場が増えるといいなと思う。
� （宮守町　菊池攻

おさむ
さん）

市民と議会との懇談会市民と議会との懇談会・市民の声
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〔
調
査
日
〕

　

平
成
29
年
５
月
22
日

〔
調
査
研
修
箇
所
〕

　

市
役
所
と
ぴ
あ
庁
舎

　

遠
野
町

　

青
笹
町

〔
参
加
議
員
〕

全
員

　

市
政
調
査
会
５
月
例
会

と
し
て
、
市
有
林
の
管
理

と
活
用
状
況
、
畑
わ
さ
び

栽
培
の
現
状
に
つ
い
て
、

現
地
調
査
等
を
行
っ
た
。

　

市
有
林
の
調
査
で
は
、

森
林
の
造
成
計
画
、
管
理

方
法
、
木
材
の
活
用
等
に

つ
い
て
市
の
担
当
職
員
か

ら
説
明
を
受
け
た
。

　

森
林
の
管
理
は
間
伐
が

中
心
で
、
課
題
と
し
て
は

病
害
虫
防
除（
松
く
い
虫
、

ナ
ラ
枯
れ
）、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
活
用
、
学
校

林
の
利
用
等
で
あ
る
。

　

伐
採
し
た
木
は
、
材
木

と
し
て
の
利
用
や
、
バ
イ

オ
マ
ス
チ
ッ
プ
の
原
料
な

ど
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
の
管
理
状
況
を
確

認
す
る
た
め
、
遠
野
町
梨

ノ
木
平
市
有
林
に
行
き
、

説
明
を
受
け
な
が
ら
間
伐

と
皆
伐
の
現
状
を
視
察
し

た
。

　

畑
わ
さ
び
の
調
査
は
、

農
家
が
集
ま
っ
て
研
究
会

を
立
ち
上
げ
、
青
笹
町
中

沢
で
栽
培
し
て
い
る
圃ほ

場

を
視
察
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
環
境
で
栽

培
さ
れ
て
お
り
、
畑
わ
さ

び
が
生
き
い
き
と
し
て
い

た
。
今
後
も
さ
ら
に
畑
の

造
成
を
考
え
て
い
る
と
聞

き
、
わ
さ
び
の
産
地
の
名

に
恥
じ
な
い
、
品
質
の
良

い
わ
さ
び
が
生
産
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

〔
研
修
日
程
〕

　

平
成
29
年

�

５
月
12
・
13
日

〔
研
修
先
〕

　

�

明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー

ホ
ー
ル
（
東
京
）

〔
参
加
議
員
〕

　

菊
池
美
也

　

菊
池
巳
喜
男

　

照
井
文
雄　

　

荒
川
栄
悦

　

研
修
の
中
で
特
に
印
象

に
残
っ
た
、
小
林
慶
一
郎

先
生
が
紹
介
さ
れ
た
「
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

現
代
社
会
に
は
二
つ
の

柱
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

市
場
経
済
の
仕
組
み
で
、

二
つ
目
は
政
治
や
法
律
の

制
度
で
す
。
こ
の
二
つ
の

仕
組
み
と
制
度

は
、
現
代
世
代

の
利
益
を
優
先

し
、
将
来
世
代

を
考
慮
に
入
れ

て
資
源
配
分
を

す
る
仕
組
み
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
・
高
齢

化
社
会
と
い
う

大
き
な
課
題
解

決
の
ヒ
ン
ト
に

な
る
の
が
、
こ

の
仮
想
将
来
世

代
の
利
益
・
視
点
等
を
現

世
代
に
導
入
し
、
持
続
可

能
な
社
会
を
構
築
す
る
仕

組
み
を
創
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
そ
れ
が
「
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
」
で

す
。

　

今
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
採
用
し
た
「
市
民
と

議
会
と
の
懇
談
会
」
の
テ

ー
マ
「
20
年
後
の
遠
野
を

考
え
る
」
も
こ
の
考
え
に

つ
な
が
る
と
思
う
。
さ
ら

に
具
体
的
に
は
、
矢
巾
町

の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
方
法
論
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
遠
野
市
も
参
考
に

す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

市
有
林
の
管
理
状
況
等
を
調
査�

市
政
調
査
会

第
９
回
日
本
自
治
創
造
学
会
研
究
大
会

「
～
前
例
か
ら
創
造
へ
～
人
口
減・高
齢
化
を
乗
り
越
え
る
」を
受
講

梨
ノ
木
平
市
有
林
の

管
理
状
況
を
視
察

　平成 28 年度の議員の調査研究活動のために税金から交付される「政務活動費」を下記のとおり公表し
ます。交付額は 1 人につき 60,000 円（総額 1,070,000 円）で、平成 28 年度の執行率は 93.4％でした。

●支出費目別内訳�

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動に充てられますが、
交付額を超過して支出した場合は自己負担となります。なお、残額70,303円については、遠野市の歳入に返還されました。

� （単位：円）

議 員 氏 名 交 付 額 調 査
研 究 費 研 修 費 資 料

作 成 費
資 料
購 入 費 支出合計 政務活動費

分 支 出 額 執 行 率

小 林 立 栄 60,000 50,508 89,882 19,189 1,620 161,199 60,000 100％
菊 池 美 也 60,000 50,347 48,560 26,680 799 126,386 60,000 100％
萩 野 幸 弘 60,000 37,217 23,440 60,657 60,000 100％
瀧 本 孝 一 60,000 49,718 5,000 65,579 120,297 60,000 100％
多 田　 勉 60,000 50,104 11,289 4,200 65,593 60,000 100％
菊池由紀夫 60,000 25,829 20,789 31,476 78,094 60,000 100％
佐々木大三郎 60,000 11,388 51,590 11,853 1,836 76,667 60,000 100％
菊池巳喜男 60,000 11,388 45,800 50,397 107,585 60,000 100％
照 井 文 雄 60,000 11,388 45,800 13,457 2,800 73,445 60,000 100％
荒 川 栄 悦 60,000 11,388 32,800 23,758 67,946 60,000 100％
菊 池　 充 60,000 84,300 11,520 95,820 60,000 100％
瀧 澤 征 幸 60,000 64,479 26,660 17,015 108,154 60,000 100％
細 川 幸 男 60,000 0 0 0％
浅 沼 幸 雄 60,000 11,388 57,312 68,700 60,000 100％
多 田 誠 一 60,000 49,697 49,697 49,697 82.8％
安 部 重 幸 60,000 51,867 8,400 60,267 60,000 100％
新 田 勝 見 60,000 47,159 8,652 31,476 87,287 60,000 100％
※小松大成 50,000 151,139 151,139 50,000 100％
合　計 1,070,000 533,865 403,732 162,009 459,327 1,558,933 999,697 93.4％

※広報費、公聴費の支出はありませんでした。
※１人当たり交付額 60,000 円を超える支出については自己負担となっております。
※前議員小松大成氏については、28 年４月から29 年１月までの 10カ月分に対する政務活動費です。

政務活動費を公表します
【平成 28年度政務活動費執行状況（平成28年４月～平成29年３月）】

［
期
日
］
平
成
29
年
６
月
９
日

［
場
所
］
遠
野
市
議
会
議
場

　

本
市
議
会
の
議
員
３
人
が
、
全
国

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
規
程

に
基
づ
き
、
市
議
会
議
員
を
通
算

10
年
以
上
務
め
た
功
績
に
よ
る
も

の
で
す
。

全
国
市
議
会
議
長
会

表

彰

伝

達

式荒 川  栄 悦
議 員

照 井  文 雄
議 員

菊 池  巳喜男
議 員

10年表彰

畑
わ
さ
び
の
圃ほ

場
を
視
察

研修会場入口で受講前に

全国市議会議長会表彰伝達式・政務活動費の公表調査・研修報告
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〔
調
査
日
〕

　

平
成
29
年

�

５
月
10
日
～
12
日

〔
調
査
研
修
箇
所
〕

　

石
川
県
金
沢
市

　

富
山
県
南
砺
市

〔
参
加
議
員
〕

　

萩
野
幸
弘

　

菊
池
美
也

　

小
林
立
栄

　

菊
池
巳
喜
男

　

瀧
澤
征
幸

▪
シ
ェ
ア
金
沢
は
、
金
沢

駅
か
ら
７
・
２
㎞
南
東
の

小
高
い
丘
の
中
腹
に
位
置

し
、
１
万
坪
を
超
え
る
敷

地
の
中
に
商
業
施
設
の
ほ

か
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
や
障
が
い
児
の
入

所
施
設
、
学
生
向
け
格
安

賃
貸
物
件
、
温
泉
施
設
や

売
店
、
食
堂
等
を
備
え
た

ひ
と
つ
の
「
街
」
を
形
成

し
て
い
る
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
ご
ち

ゃ
ま
ぜ
の
空
間
」。
健
常

者
も
障
が
い
者
も
分
け
隔

て
な
く
、
老
若
男
女
誰
も

が
共
に
手
を
携
え
、
家
族

や
仲
間
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
街
で
あ
る
。
施
設
内

を
視
察
し
た
際
、
入
所
者

の
生
き
生
き
し
た
表
情
が

印
象
的
で
、
本
市
の
福
祉

行
政
や
街
づ
く
り
に
も
こ

の
よ
う
な
施
設
が
あ
れ

ば
、
街
の
活
性
化
に
も
寄

与
す
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
た
。

▪
南
砺
市
は
、
富
山
県
の

南
西
部
に
位
置
す
る
人
口

５
万
１
３
０
０
人
余
り
の

街
で
、
市
域
の
８
割
が
森

林
で
あ
る
ほ
か
、
市
北
部

の
平
野
部
で
は
水
田
地
帯

の
中
に
美
し
い
散
居
村
の

風
景
が
あ
り
、
独
特
の
集

落
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

　

平
成
26
年
に
「
南
砺
で

暮
ら
し
ま
せ
ん
課
」
と
い

う
ユ
ニ
ー
ク
な
課
を
市
長

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
設
け

た
。こ
の
課
は
、移
住
・
定

住
対
策
の
ほ
か
、
平
成
24

年
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た

「
も
て
も
て
ナ
イ
ン
テ
ィ

ナ
イ
ン
『
南
砺
の
花
嫁
お

見
合
い
大
作
戦
』」
以
来
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
継
承
し

て
開
催
し
続
け
て
い
る
。

つ
ま
り
行
政
が
婚
活
専
門

の
部
署
を
設
置
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
課
は
街
中
の

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
２
階
に
あ
り
、
開
設
時

間
も
他
の
店
舗
に
合
わ
せ
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
工

夫
を
し
て
い
る
。
婚
活
イ

ベ
ン
ト
も
職
員
自
ら
が
企

画
運
営
し
、「
な
ん
と
お

せ
っ
会
」
と
呼
ば
れ
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
人

の
方
々
に
よ
る
献
身
的
な

努
力
が
成
婚
率
上
昇
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
「
子
育
て
す
る

な
ら
遠
野
」
を
謳う

た

っ
て
い

る
が
、
未
婚
率
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
で
、

今
こ
そ
行
政
主
体
で
民
間

を
巻
き
込
み
な
が
ら
男
女

の
出
会
い
の
機
会
を
増
や

し
、
結
婚
に
繋
げ
る
取
り

組
み
を
期
待
し
た
い
。

チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
と
の

姉
妹
都
市
締
結
の
必
要

性問　
締
結
に
よ
り
、
何
が

ど
う
変
わ
る
の
か
。

答　
平
成
３
年
か
ら
25
年

以
上
に
渡
り
人
材
育
成
を

目
的
に
主
に
中
高
生
の
交

流
を
図
っ
て
き
た
。
産
業

や
経
済
そ
の
他
の
交
流
を

推
進
し
両
市
の
友
好
親
善

を
図
る
と
と
も
に
世
界
平

和
に
貢
献
す
る
。

問　
産
業
、
経
済
の
交
流

で
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を

導
き
出
し
て
い
く
の
か
。

答　
今
ま
で
は
、
具
体
的

な
経
済
交
流
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
両
市
の
産
業
資
源
を

見
極
め
、
経
済
関
係
者
の

意
見
交
換
か
ら
は
じ
め
て

い
く
。

問　
中
高
生
派
遣
の
参
加

者
の
推
移
と
今
後
の
推
進

は
。

答　
中
学
生
は
毎
年
９
名

派
遣
し
て
き
て
い
る
が
、

高
校
生
に
つ
い
て
は
毎
年

の
派
遣
で
は
な
い
。
今
後

は
交
流
の
幅
を
、
一
般
市

民
や
経
済
関
係
者
に
広
げ

支
援
を
図
っ
て
い
く
。

問　
交
流
の
推
進
体
制
は
。

答　
市
が
中
心
と
な
り
、

教
育
文
化
振
興
財
団
、
遠

野
み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ

及
び
経
済
交
流
分
野
か
ら

商
工
会
、
ふ
る
さ
と
公
社

等
を
含
め
実
行
委
員
会
を

７
月
に
結
成
し
、
幅
広
い

交
流
に
繋
げ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
関
わ
っ
て
い
る
事

業
者
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
は
。

答　
５
月
末
現
在
で
30
事

業
者
、
１
０
６
品
目
を
取

り
扱
っ
て
い
る
。

　

返
礼
の
割
合
に
つ
い

て
、
３
割
を
超
え
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
見
直
し
を

検
討
す
る
よ
う
総
務
省
か

ら
通
知
が
き
て
い
る
。
事

業
者
の
意
見
や
他
市
町
村

の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

決
め
て
い
き
た
い
。

問　
遠
野
市
の
魅
力
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
活
発

な
推
進
を
図
っ
て
い
く
べ

き
で
は
。

答　
今
年
度
１
億
２
千
万

円
の
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。
個
人
、
団
体
等
へ
の

周
知
を
図
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」
で
Ｐ
Ｒ
す
る
素

材
の
具
体
化
に
向
け
現
在

進
め
て
い
る
。

議
会
機
能
移
転
後
の
宮

守
総
合
支
所
改
修

問　
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
改

修
と
利
活
用
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
伺
う
。

答　
改
修
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
旧
村
に
ま
つ
わ
る
貴
重

な
資
料
の
展
示
」「
地
域

防
災
活
動
の
拠
点
」「
各

種
団
体
活
動
の
拠
点
」
の

３
つ
。
宮
守
総
合
支
所
の

２
階
を
「
宮
守
町
内
の
歴

史
資
料
展
示
エ
リ
ア
」「
消

防
団
の
待
機
所
」「
各
種

団
体
の
会
議
室
」「
多
目

的
ホ
ー
ル
」
に
改
修
し
利

活
用
す
る
。

　

支
所
の
設
置
目
的
や
歴

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
16
人
の
議
員
で

構
成
、
委
員
長
菊
池
由
紀
夫
議
員
、
副
委
員
長
佐
々
木
大
三

郎
議
員
）
は
、
条
例
７
件
、
予
算
２
件
、
そ
の
他
６
件
に
つ

い
て
付
託
を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
15
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

本年１月、姉妹都市締結に向けて、チャタヌーガ市を訪れ
た視察団  � 写真提供：遠野市教育文化振興財団

シ
ェ
ア
金
沢
と
南な

ん

砺と

市
の
婚
活
支
援
事
業
等
の
取
り
組
み
に
学
ぶ�

教
育
民
生
常
任
委
員
会

シェア金沢を視察〜福祉施設というよりもひとつの“街”のつくり〜

婚活支援事業と「なんとおせっ会」について説明を受ける

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

支所中会議室にある旧村の貴重な歴史資料

調査・研修報告予算等審査特別委員会
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問�

　

外
国
語
教
育
は
経
験
の

無
い
教
員
や
、
英
語
に
自

信
の
無
い
教
員
も
い
る
と

聞
く
が
、
教
育
委
員
会
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

答�

　

小
学
校
外
国
語
の
指
導

力
に
つ
い
て
、
平
成
32
年

度
小
学
校
完
全
実
施
の
新

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
お

い
て
、
小
学
校
３
、４
年

生
に
外
国
語
活
動
が
導
入

さ
れ
、
５
、６
年
生
に
は

教
科
と
し
て
の
外
国
語
が

導
入
さ
れ
る
。
平
成
30
年

度
新
学
習
指
導
要
領
の
先

行
実
施
が
始
ま
る
の
を
前

に
、
文
部
科
学
省
で
は
中

央
研
修
を
受
け
推
進
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
、
地
域
や

学
校
内
全
教
員
に
研
修
す

る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
岩

手
県
の
教
員
採
用
試
験
の

小
学
校
教
員
の
試
験
内
容

に
英
語
の
リ
ス
ニ
ン
グ
や

問
題
が
出
題
さ
れ
、
採
用

の
改
善
も
進
ん
で
い
る
。

問�

　

小
学
校
英
語
の
教
科
化

に
よ
る
効
果
に
よ
り
、
学

習
の
ス
タ
ー
ト
が
小
学
校

３
年
生
か
ら
に
な
り
、
ま

た
、
学
習
時
間
も
現
在
の

３
倍
に
な
る
。
そ
の
効
果

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

答�

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社

会
の
中
で
、
言
葉
や
文
化

が
異
な
る
人
々
と
主
体
的

に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
外
国
語
で

躊
躇
せ
ず
意
見
を
述
べ
、

世
界
の
人
々
と
親
善
会
話

が
で
き
る
国
際
語
の
習
得

を
目
指
し
、
特
に
英
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
が
喫
緊
の
課
題
。

　

英
語
学
習
の
ス
タ
ー
ト

を
早
め
、
発
達
段
階
を
考

慮
し
、
小
学
校
で
は
英
語

の
発
音
に
慣
れ
親
し
み
な

が
ら
、
英
語
の
素
地
を
育

む
こ
と
。
ま
た
、
穏
や
か

に
文
字
に
触
れ
「
読
む
こ

と
」
や
「
書
く
こ
と
」
を

経
験
す
る
こ
と
は
と
て
も

重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

で
よ
り
一
層
中
学
校
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
や

学
習
を
通
じ
て
、
遠
野
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
が
さ
ら
に

進
み
、本
市
が
目
指
す「
ふ

る
さ
と
遠
野
や
日
本
、
世

界
の
発
展
に
貢
献
す
る
人

材
の
育
成
」
価
値
観
や
言

葉
の
違
う
人
々
と
も
理
解

し
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け

た
人
間
を
育
み
、
遠
野
の

未
来
の
発
展
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
る
。

小
学
校
外
国
語
活
動
及
び

教
科
化
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る

細川 幸男  議員
（無会派）
一括質問方式

史
的
背
景
を
踏
ま
え
、
宮

守
町
民
の
自
主
的
活
動
が

よ
り
活
性
化
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
と
の
整
合
性
は
。

答　
空
い
た
か
ら
改
修
す

る
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
っ
て
い
く
。
住
民
・
団

体
の
合
意
を
得
な
が
ら
、

宮
守
総
合
支
所
の
有
効
活

用
策
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

市
役
所
西
館
の
改
修

問　
１
階
の
改
修
内
容
は
。

答　
元
気
わ
ら
す
っ
こ
ル

ー
ム
（
就
学
前
児
童
と
保

護
者
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー

ス
）
を
拡
充
し
、
よ
り
多

く
の
親
子
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

問　
防
災
対
策
や
バ
リ
ア

フ
リ
ー
と
合
わ
せ
、
熱
中

症
対
策
と
し
て
冷
水
器
を

導
入
す
る
等
、
安
心
安
全

で
わ
ら
す
っ
こ
に
優
し
い

施
設
改
修
と
す
る
べ
き
で

は
。

答　
西
館
を
利
用
す
る
各

団
体
、
利
用
者
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、利
用
者
に
喜

ば
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う

可
能
な
限
り
対
応
し
た
い
。

あ
す
も
あ
遠
野
の
改
修

問　
遠
野
商
工
会
事
務
室

を
２
階
に
移
転
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
今
後
の
１
階

の
活
用
は
。

答　
企
業
紹
介
・
雇
用
情

報
の
発
信
ス
ペ
ー
ス
や
休

憩
で
き
る
場
所
も
確
保

し
、
人
が
集
え
る
場
所
と

し
て
活
用
し
た
い
。

問　
市
民
の
声
を
取
り
入

れ
る
べ
き
で
は
。

答　
計
画
案
を
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
に
示
し
、

意
見
を
取
り
入
れ
た
い
。

県
立
遠
野
病
院
の
体
制

は問　
議
会
に
寄
せ
ら
れ
た

声
の
中
に
、

医
師
が
少
な

く
な
る
と
不

安
を
訴
え
て

い
る
声
が
あ

る
が
把
握
し

て
い
る
か
。

答　
遠
野
病

院
と
情
報
交

換
を
行
っ
た

中
で
は
、
少

な
く
な
る
話

も
な
く
、
外

部
か
ら
も
情

報
は
入
っ
て

き
て
な
い
と

い
う
こ
と
で
、

現
体
制
で
継

続
し
て
い
た
だ
け
る
と
認

識
し
て
い
る
。

問　
市
民
の
声
を
現
場
に

届
け
な
が
ら
、
よ
り
良
い

病
院
を
目
指
し
充
実
を
図

っ
て
ほ
し
い
が
。

答　
地
理
的
有
利
性
も
あ

る
の
で
、
そ
の
点
を
積
極

的
に
情
報
発
信
し
な
が

ら
、
近
隣
の
病
院
と
連
携

を
強
め
て
い
き
た
い
。

問　
人
工
透
析
治
療
の
さ

ら
な
る
充
実
を
求
め
た
い

が
。

答　
６
月
末
か
ら
新
し
い

先
生
が
定
期
的
に
勤
務
す

る
見
込
み
と
い
う
情
報
も

あ
る
の
で
、
確
実
な
も
の

に
し
て
い
き
た
い
。

六
次
産
業
化
・
業
務
委

託
料
増
の
内
容
は

問　
増
額
の
要
因
と
な
っ

た
業
務
の
委
託
先
は
。

答　
地
方
創
生
地
域
商
社

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務
の
委

託
先
は
、
ふ
る
さ
と
公
社

で
あ
る
。

問　
委
託
の
内
容
は
。

答　
地
域
商
社
調
査
業
務

の
基
本
実
施
報
告
書
完
成

を
受
け
て
、
ふ
る
さ
と
公

社
が
地
域
商
社
展
開
計
画

を
作
成
し
て
い
る
。
今
般

の
委
託
料
は
、
地
域
商
社

が
行
動
す
る
た
め
に
要
す

る
経
費
の
増
額
で
あ
る
。

問　
ふ
る
さ
と
公
社
と
出

店
事
業
者
と
の
関
わ
り
は
。

答　
ふ
る
さ
と
公
社
は
販

路
の
開
拓
、流
通
の
整
備
、

市
場
開
拓
で
購
買
意
欲
を

喚
起
す
る
活
動
を
行
い
な

が
ら
販
売
促
進
に
繋
げ
て

い
く
。
公
社
の
利
益
が
、

出
店
事
業
者
の
利
益
に
直

結
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

り
た
い
。

問　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
業

務
は
。

答　
地
域
商
社
と
し
て
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
担

う
た
め
に
、
市
内
の
事
業

者
を
対
象
に
商
品
開
発
の

研
修
会
を
行
う
。
ま
た
、

海
外
販
売
戦
略
と
し
て
米

国
を
対
象
に
販
売
の
状
況

調
査
を
行
う
。

問　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
人

選
に
つ
い
て
は
。

答　
ふ
る
さ
と
公
社
へ
の

委
託
費
の
中
で
、
他
の
地

域
商
社
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
行
う
。

問　
ふ
る
さ
と
公
社
の
財

政
再
建
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　
３
カ
年
計
画
の
初
年

度
が
終
わ
っ
た
。
前
年
度

よ
り
売
り
上
げ
は
減
少
し

た
が
、
約
８
０
０
万
円
の

利
益
が
出
た
。

県立遠野病院の体制強化に期待

写真の提供：遠野市教育文化振興財団

お
詫
び
と
訂
正

　

と
お
の
議
会
だ
よ
り
49

号
に
お
い
て
、
11
ペ
ー
ジ

の
「
道
の
駅
魅
力
ア
ッ
プ

事
業
」
の
事
業
期
間
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
（
訂
正
前
）
３
年
間

　
（
訂
正
後
）
４
年
間

市政を問う（文責本人） 予算等審査特別委員会市政を問う（文責本人）
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問�

　

市
内
妊
産
婦
へ
の
現
状

は
。答�

　

平
成
14
年
３
月
か
ら
県

立
遠
野
病
院
の
産
婦
人
科

医
師
が
不
在
と
な
り
、
15

年
が
経
過
し
て
い
る
。
平

成
14
年
度
か
ら
、
市
外
の

産
科
医
療
機
関
に
通
院
す

る
妊
産
婦
に
交
通
費
助
成

を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
19
年
12

月
に
公
設
公
営
の
遠
野
市

助
産
院「
ね
っ
と
・
ゆ
り
か

ご
」を
開
設
し
、常
勤
助
産

師
２
名
を
活
用
し
て
妊
産

婦
支
援
を
始
め
、
今
年
で

10
年
目
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
助
産
師

に
よ
る
き
め
細
か
な
健
康

教
育
、
家
庭
訪
問
や
相
談

に
よ
る
指
導
を
行
い
不
安

の
解
消
に
努
め
、
安
全
・

安
心
な
出
産
に
備
え
る
活

動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
急
に
生
ま

れ
そ
う
に
な
っ
た
妊
婦

が
、
医
療
機
関
に
搬
送
と

い
う
緊
急
時
に
は
助
産
師

が
救
急
車
に
同
乗
し
、
安

全
に
・
迅
速
に
・
円
滑
な

搬
送
へ
の
対
応
が
で
き
る

体
制
も
整
え
て
い
る
。

問�

　

産
婦
人
科
医
師
を
養
成

す
る
施
策
も
必
要
で
は
な

い
か
。

答�

　

オ
ー
ル
岩
手
で
産
婦
人

科
に
限
ら
ず
、
医
師
の
養

成
・
確
保
の
課
題
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
今
後
、
遠
野
市
独

自
の
「
産
婦
人
科
医
師
募

集
の
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
開
設
を
進
め
努
め
て
い

く
。

問�

　

市
内
小
中
学
校
の
い
じ

め
の
現
状
と
対
策
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。答�

　

平
成
27
年
度
の
い
じ
め

認
知
件
数
は
、
小
学
校
で

74
件
、
中
学
校
で
44
件
の

合
計
１
１
８
件
で
あ
り
、

増
加
し
て
い
る
。
平
成
28

年
度
分
は
調
査
中
で
あ
る

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
件

数
が
増
加
し
た
要
因
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
積
極

的
な
い
じ
め
の
認
知
に
努

め
、
適
切
に
実
態
を
把
握

し
て
対
応
を
行
っ
て
い
る

結
果
と
捉
え
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
で
も
「
い

じ
め
の
初
期
段
階
か
ら
積

極
的
に
認
知
し
、
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い

る
」
と
肯
定
的
に
捉
え
て

い
る
。

　

い
じ
め
の
事
案
は
「
か

ら
か
い
」「
ひ
や
か
し
」「
無

視
す
る
」
な
ど
が
多
く
、

学
校
で
は
速
や
か
に
事
実

関
係
や
背
景
を
確
認
し
、

話
し
合
い
や
指
導
等
の
対

応
に
よ
り
解
消
さ
れ
て
い

る
。

求
め
ら
れ
る
産
婦
人
科
医
師

現
状
と
対
策
は

ど
う
す
る
、い
じ
め

解
消
を
目
指
し
て

菊池 巳喜男  議員
（市民クラブ）
一問一答方式

問�

　

遠
野
市
の
財
政
状
況
は

健
全
で
あ
る
と
い
え
る
か
。

答�

　

総
務
省
が
示
す
実
質
赤

字
比
率
や
実
質
公
債
費
比

率
な
ど
５
つ
の
指
標
内
容

か
ら
健
全
財
政
範
囲
内
に

あ
る
。

問�

　

最
近
は
借
入
金（
借
金
）

の
増
加
に
よ
っ
て
「
実
質

公
債
比
率
」
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。ま
た
、今
後
は
人

口
減
少
に
よ
り
国
や
県
か

ら
の
交
付
税
・
補
助
金
の

減
少
や
、
当
市
の
貯
金
で

あ
る「
主
要
三
基
金
」残
高

の
取
り
崩
し
な
ど
財
政
の

硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
が
。

答�

　

健
全
財
政
５
カ
年
計
画

に
基
づ
き
、
収
納
率
の
向

上
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

見
直
し
に
よ
る
増
収
な
ど

に
努
め
て
い
る
。
主
要
三

基
金
に
つ
い
て
も
、
計
画

目
標
額
を
下
回
ら
な
い
よ

う
、
健
全
財
政
の
保
持
に

努
め
て
い
る
。

問�

　

類
似
自
治
体
と
比
較

し
、
人
件
費
・
物
件
費
が

割
高
に
な
っ
て
い
る
。
事

業
運
営
内
容
は
非
効
率
的

で
生
産
性
も
低
い
と
認
識

す
る
が
。

答�
　

人
件
費
は
、
定
数
管
理

計
画
に
よ
る
職
員
数
の
削

減
に
よ
り
、
平
成
17
年
度

に
38
億
円
だ
っ
た
人
件
費

を
平
成
27
年
に
は
30
億
円

に
ま
で
削
減
し
て
い
る
。

物
件
費
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
放
射
能
対
策
費

や
除
雪
費
な
ど
の
地
域
特

性
の
影
響
に
よ
る
こ
と
な

ど
が
要
因
で
は
あ
る
が
、

よ
り
一
層
適
正
化
に
努
め

る
。

問�

　

観
光
客
の
入
込
数
は
、

平
成
22
年
度
以
降
毎
年
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
が
要

因
は
何
か
。

答�

　

県
内
の
観
光
客
も
減
少

傾
向
に
あ
る
。
特
に
、
昨

年
は
台
風
10
号
の
影
響
で

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

問�

　

観
光
客
数
減
少
へ
の
抜

本
的
な
解
決
策
は
。

答�
　

市
民
や
観
光
協
会
、
ふ

る
さ
と
公
社
な
ど
官
民
一

体
と
な
っ
た
取
り
組
み

や
、
海
外
の
お
客
様
を
取

り
込
む
た
め
に
発
足
さ
せ

た
「
遠
野
の
も
の
・
こ
こ

ろ
海
外
交
流
推
進
委
員

会
」、W

i-Fi

（
ワ
イ
・

フ
ァ
イ
）
環
境
の
整
備
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問�

　

本
田
市
長
と
遠
野
市
の

知
名
度
の
高
さ
を
活
か
し

た
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必

要
で
な
い
か
。

答�

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
、

市
長
と
し
て
の
役
目
で
あ

り
責
務
な
の
で
、
今
後
も

機
会
あ
る
ご
と
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

佐々木大三郎  議員
（市民クラブ）

財
政
状
況
と

対
応
策
は

観
光
客
減
少
の
解
決
策
は

一問一答方式

ＳＬ銀河を降り立った観光客を郷土芸能団体がお出迎え

その他の質問
◦�人口減少の中での地

域づくりについて

今
年
で
10
年
目
と
な
る
遠
野
市
助
産
院

「
ね
っ
と
・
ゆ
り
か
ご
」

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



15 14

問�

　
『
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
（
Ｈ
28
～
Ｈ
37
）』

に
よ
る
と
、
市
の
保
有
す

る
施
設
は
３
５
８
箇
所
、

市
民
一
人
当
た
り
の
床
面

積
は
全
国
平
均
の
１
・
９

４
倍
。
４
割
を
超
え
る
建

物
が
整
備
後
30
年
以
上
を

経
過
し
た
。
全
て
を
更
新

す
る
と
仮
定
す
る
と
、
10

年
間
で
約
５
６
０
億
円
と

い
う
膨
大
な
負
担
が
試
算

さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
コ
モ
ノ
施
設
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

お
持
ち
か
。

答�

　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
合

理
的
な
理
由
が
あ
り
、
ハ

コ
モ
ノ
を
整
備
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、

人
口
減
少
と
い
う
急
流
の

な
か
、
公
共
施
設
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な

っ
た
。

　

現
在
は
個
別
施
設
計
画

の
策
定
を
急
い
で
い
る
段

階
で
あ
る
。
優
先
順
位
を

見
極
め
な
が
ら
使
え
る
も

の
は
使
う
。
解
体
す
べ
き

も
の
は
解
体
す
る
。
あ
る

い
は
長
寿
命
化
と
い
う
判

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
一
方
、
健
全
財
政

５
カ
年
計
画
と
の
連
動
も

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
よ
い
よ
計
画
を
実
行

に
移
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
入

っ
た
と
い
う
事
を
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問�

　
「
利
用
状
況
の
芳
し
く

な
い
施
設
及
び
機
能
が
重

複
し
て
い
る
施
設
は
、
他

施
設
と
の
複
合
化
及
び
用

途
廃
止
等
を
検
討
す
る
。」

と
い
う
、
統
合
・
廃
止
の

推
進
方
針
を
打
ち
出
し
、

「
少
な
く
と
も
３
割
（
約

85
箇
所
）
の
建
物
に
つ
い

て
、他
施
設
と
の
統
合
・
廃

止
等
の
見
直
し
策
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。」

と
い
う
具
体
的
な
数
値
目

標
を
設
定
し
た
。

　

こ
の
難
し
い
課
題
を
ど

の
よ
う
な
方
策
で
解
決
に

導
い
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

答�

　

不
要
不
急
の
も
の
に
は

コ
ス
ト
を
か
け
な
い
。
厳

し
い
視
点
を
持
ち
な
が
ら

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
事
情
な
ど
公
共
施

設
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方

を
整
理
し
な
が
ら
、
市
民

の
合
意
・
納
得
を
い
た
だ

き
対
応
し
て
い
く
こ
と
に

尽
き
る
。
計
画
を
進
め
る

う
え
で
は
、
丁
寧
な
事
前

説
明
や
詳
細
な
情
報
提
供

を
す
る
こ
と
で
「
突
如
話

が
き
て
、
結
論
あ
り
き
だ

っ
た
」
い
う
こ
と
の
無
い

よ
う
充
分
に
留
意
し
た
い
。

余
剰
の
ハ
コ
モ
ノ
は

　
　
財
政
を
脅
か
す

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

　
　
少
な
く
と
も
３
割
を
減
ら
す

菊池 美也  議員
（政和クラブ）
一問一答方式

問�

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
救
急

救
命
の
各
専
門
職
の
方
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
で
切
れ
目

の
な
い
診
療
や
介
護
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る

と
考
え
る
が
。

答�

　

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
よ
る
情
報
の

共
有
化
を
図
る
仕
組
み
、

体
制
整
備
に
努
力
し
た
い
。

問�

　

地
域
活
性
化
に
役
立
つ

生
活
に
密
着
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
、
活
用
す
る
際
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
が
必

要
で
は
。

答�

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
で
き

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
重
要

で
あ
る
。
研
修
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し

て
い
け
る
対
応
に
も
取
り

組
み
た
い
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
同
時
並
行
で
取
り
組

み
、
地
域
の
底
力
を
発
揮

し
、
安
心
安
全
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
仕
組
み
に

も
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ

ド
を
活
用
し
て
反
転
授
業

に
取
り
組
む
学
校
が
あ

る
。
学
校
教
育
で
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答�

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
適

切
な
学
習
環
境
の
提
供
を

意
識
し
、
学
力
向
上
の
取

り
組
み
を
進
め
る
上
で
の

効
果
な
ど
を
検
証
し
な
が

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

W
i-Fi

（
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
）

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

※�

反
転
授
業
：
授
業
と
宿
題
の

役
割
を
反
転
さ
せ
る
学
習
方

法
。
家
庭
で
授
業
の
予
習
を

し
、
授
業
で
は
応
用
問
題
を

解
い
た
り
、
生
徒
同
士
で
意

見
を
述
べ
合
っ
た
り
、
教
え

合
う
取
り
組
み
。

問�

　

教
職
員
の
皆
さ
ん
が
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
が
重

要
で
あ
る
。
部
活
指
導
員

や
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
地
域

住
民
と
の
連
携
・
協
働
を

深
め
、「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
課
題
に
対
応
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

答�

　

地
域
と
一
体
と
な
っ
た

遠
野
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
緊
密
な
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
教
員
が
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
し
、
学
校
と
地
域
が

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
学
校
内
の
人
材
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
社

会
教
育
団
体
な
ど
の
学
校

外
の
人
材
に
も
協
力
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
が
、
の

び
の
び
と
資
質
・
能
力
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
教
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

小林 立栄  議員
（無会派）

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
で

市
民
福
祉
の
向
上
を

チ
ー
ム
学
校
と
し
て 

複
雑
化・多
様
化

す
る
課
題
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
を

一問一答方式

その他の質問

◦�遠野駅舎の利活用について
◦�エシカル消費（倫理的消費）

について

地
域
と
一
体
で　
教
職
員
の

皆
さ
ん
が
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
を
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【 建物保有面積の推移 】 【 年度別更新費用見込み 】

【 年代別人口の見通し 】

【 歳入歳出の見込み 】
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160,787 
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198,256 223,603 

252,872 
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H27 H28 H29 H30 H31 H32
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歳入のうち地方交付税 歳出のうち扶助費(億円)

【 市の保有する主な施設 】

・施設数 建物 箇所・ 棟

・建物の総床面積 ㎡

・一人あたり面積 ㎡（全国平均の 倍）

＊ 割を超える建物が整備後 年以上経過

・道路延長 ・上下水道延長

【 莫大な更新費用 】

・総ての建物を更新する場合 億円必要

・計画期間（ ～ ）に限定すると

既耐用年数経過分 億円

～ 耐用年数到来分 億円

毎年の負担額 億円 ＞ 投資的経費平均 億円

【 総ての年代が減少の見込み 】 
・年少人口 １０年後 ％減、 年後 ％減

・生産年齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

・高齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

→ 総ての年代の人口減少 ＝ 施設の利用需要減

・・ 公共施設マネジメントの必要性

○ 増え続けた施設と莫大な更新費用 

○ 人口減少による利用需要の変化

○ 増加する行政コストと不足する財源

○ 人口減少による利用需要の変化 

【 地方交付税の減と扶助費の増 】 
・歳入：地方交付税 ５年後 ％減

・歳出：義務的経費（人件費・扶助費・公債費）

５年後 ％減

うち扶助費 〃 ％増

財政の硬直化 → 遠野ならではの政策実現が困難に

公共施設を取り巻く未来を安心・安全なものとし、より良い行政サービスを持続するために

○ 施設整備更新に関する３つの柱

○ 施設の維持管理に関する７つの方針

○ 計画推進スケジュール

◇ 永く親しまれる施設づくり ・・ 適正な維持管理、計画的な改修及び長寿命化

◇ 今あるものを賢く使う ・・ 利用需要を見据えた複合化、集約化及び機能転換

◇ 市民と財政に優しい施設づくり・・ ユニバーサルデザイン及び維持管理コストをふまえた検討

◇ 計画期間 ： 平成 年度から平成 年度までの 年間

◇ 対象とする公共施設 ： 市保有の建物施設（ 箇所、 棟）及び都市基盤施設

＊一部建物（延床面積 ㎡未満の施設、壁のない建築物 ｱｰｹｰﾄﾞ･単独の四阿 、単独の倉庫等）を除く。

【 点検・診断等 】

適切な法定点検・定期点検・

日常点検の実施及びデータに

基づく予防保全

【 安全確保 】

危険施設の保全措置または

供用廃止措置及び計画的な

除却処分

【 維持・修繕・更新 】

ユニバーサルデザイン化、

維持管理コスト削減等を視野

に入れた、安全な施設づくり

【 耐震化点検・診断等 】

平常時・災害時等、総合的

な視点からの優先順位付けに

よる耐震化

【 長寿命化 】

公共施設ロングライフ事業

の活用と計画的な予防修繕に

よる施設の長寿命化

【 統合・廃止 】

施設の複合化・用途廃止の

検討及び遊休施設の賃貸・売

却

よる財源確保

【 管理体制の構築 】

・公有財産管理システムによる施設・修繕履歴等、情報の蓄積と共有

→ 計画的な予防保全措置

新地方公会計との連動による維持管理コスト評価及び経費削減策推進

平成 年度～

・計画のブラッシュアップ

・施設類型別計画策定

平成 年度～

・計画に基づく除却・長寿命化等

平成 年度～

・計画進捗状況の

評価・公表
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【 市の保有する主な施設 】

・施設数 建物 箇所・ 棟

・建物の総床面積 ㎡

・一人あたり面積 ㎡（全国平均の 倍）

＊ 割を超える建物が整備後 年以上経過

・道路延長 ・上下水道延長

【 莫大な更新費用 】

・総ての建物を更新する場合 億円必要

・計画期間（ ～ ）に限定すると

既耐用年数経過分 億円

～ 耐用年数到来分 億円

毎年の負担額 億円 ＞ 投資的経費平均 億円

【 総ての年代が減少の見込み 】 
・年少人口 １０年後 ％減、 年後 ％減

・生産年齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

・高齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

→ 総ての年代の人口減少 ＝ 施設の利用需要減

・・ 公共施設マネジメントの必要性

○ 増え続けた施設と莫大な更新費用 

○ 人口減少による利用需要の変化

○ 増加する行政コストと不足する財源

○ 人口減少による利用需要の変化 

【 地方交付税の減と扶助費の増 】 
・歳入：地方交付税 ５年後 ％減

・歳出：義務的経費（人件費・扶助費・公債費）

５年後 ％減

うち扶助費 〃 ％増

財政の硬直化 → 遠野ならではの政策実現が困難に

公共施設を取り巻く未来を安心・安全なものとし、より良い行政サービスを持続するために

○ 施設整備更新に関する３つの柱

○ 施設の維持管理に関する７つの方針

○ 計画推進スケジュール

◇ 永く親しまれる施設づくり ・・ 適正な維持管理、計画的な改修及び長寿命化

◇ 今あるものを賢く使う ・・ 利用需要を見据えた複合化、集約化及び機能転換

◇ 市民と財政に優しい施設づくり・・ ユニバーサルデザイン及び維持管理コストをふまえた検討

◇ 計画期間 ： 平成 年度から平成 年度までの 年間

◇ 対象とする公共施設 ： 市保有の建物施設（ 箇所、 棟）及び都市基盤施設

＊一部建物（延床面積 ㎡未満の施設、壁のない建築物 ｱｰｹｰﾄﾞ･単独の四阿 、単独の倉庫等）を除く。

【 点検・診断等 】

適切な法定点検・定期点検・

日常点検の実施及びデータに

基づく予防保全

【 安全確保 】

危険施設の保全措置または

供用廃止措置及び計画的な

除却処分

【 維持・修繕・更新 】

ユニバーサルデザイン化、

維持管理コスト削減等を視野

に入れた、安全な施設づくり

【 耐震化点検・診断等 】

平常時・災害時等、総合的

な視点からの優先順位付けに

よる耐震化

【 長寿命化 】

公共施設ロングライフ事業

の活用と計画的な予防修繕に

よる施設の長寿命化

【 統合・廃止 】

施設の複合化・用途廃止の

検討及び遊休施設の賃貸・売

却

よる財源確保

【 管理体制の構築 】

・公有財産管理システムによる施設・修繕履歴等、情報の蓄積と共有

→ 計画的な予防保全措置

新地方公会計との連動による維持管理コスト評価及び経費削減策推進

平成 年度～

・計画のブラッシュアップ

・施設類型別計画策定

平成 年度～

・計画に基づく除却・長寿命化等

平成 年度～

・計画進捗状況の

評価・公表

遠野市公共施設等総合管理計画 ＜概要版＞  
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基づく予防保全
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除却処分

【 維持・修繕・更新 】

ユニバーサルデザイン化、

維持管理コスト削減等を視野

に入れた、安全な施設づくり

【 耐震化点検・診断等 】

平常時・災害時等、総合的

な視点からの優先順位付けに

よる耐震化

【 長寿命化 】

公共施設ロングライフ事業

の活用と計画的な予防修繕に

よる施設の長寿命化

【 統合・廃止 】

施設の複合化・用途廃止の

検討及び遊休施設の賃貸・売

却

よる財源確保

【 管理体制の構築 】

・公有財産管理システムによる施設・修繕履歴等、情報の蓄積と共有

→ 計画的な予防保全措置

新地方公会計との連動による維持管理コスト評価及び経費削減策推進
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・計画に基づく除却・長寿命化等
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市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

議
会
機
能
の
移
転
に
よ

る
、
９
月
以
降
の
宮
守
総

合
支
所
２
階
の
利
活
用
方

針
は
。

答�

　

昭
和
30
年
に
旧
三
カ
村

が
合
併
し
、
昭
和
48
年
に

完
成
し
て
43
年
が
経
過
し

た
宮
守
総
合
支
所
は
、
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け

る
様
々
な
思
い
、
出
来
事

の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
歴
史
を
保

存
・
展
示
し
、
後
世
に
継

承
し
て
い
く
た
め
、
支
所

二
階
を
「（
仮
称
）
宮
守

千
年
の
森
歴
史
伝
承
館
」

と
し
て
、
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
会
議
室
等
も
含

め
、
地
区
セ
ン
タ
ー
や
関

係
者
・
団
体
と
丁
寧
に
協

議
を
進
め
て
整
備
す
る
。

問�

　

急
激
な
人
口
減
少
時
代

の
中
で
、
鱒
沢
・
達
曽
部

等
中
心
市
街
地
か
ら
離
れ

た
宮
守
地
域
全
体
の
活
性

化
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
く
の
か
。

答�

　

わ
さ
び
や
稲
荷
穴
、
馬

力
大
会
な
ど
地
域
資
源
を

う
ま
く
取
り
込
み
な
が

ら
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
て
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
地
域
の
底
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
小

さ
な
拠
点
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
し
な
が
ら
遠
野
全
体

の
底
力
に
つ
な
げ
た
い
。

問�

　

耕
作
者
減
少
・
遊
休
農

地
の
増
加
等
人
口
減
少
時

代
に
お
け
る
、
組
織
と
し

て
「
農
地
を
守
る
」
と
い

う
意
義
や
方
針
は
。

答�

　

当
市
の
経
営
耕
地
面
積

は
、
２
０
１
５
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
で
３
５
７
０
ha

と
公
表
さ
れ
、
５
年
前
の

調
査
か
ら
９
１
４
ha
減
少

し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
化
や
後

継
者
の
相
続
放
棄
、
担
い

手
の
減
少
等
に
起
因
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
国

民
へ
の
食
糧
を
提
供
す
る

基
盤
で
あ
る
農
地
の
確
保

と
有
効
利
用
は
大
変
重
要

で
あ
り
、
優
良
農
地
は
是

が
非
で
も
維
持
し
て
い
こ

う
と
す
る
方
針
で
あ
る
。

問�

　

市
内
高
原
牧
場
の
原
発

事
故
放
射
線
被
害
か
ら
の

再
生
に
よ
る
放
牧
・
採
草

農
地
の
重
要
性
の
認
識

と
、
景
観
保
全
の
関
係
性

は
。答�

　

市
内
の
高
原
は
、
畜
産

農
家
に
粗
飼
料
の
提
供
及

び
放
牧
地
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
と
も
耕
作
放
棄
地

を
「
作
ら
な
い
・
出
さ
な

い
」
活
動
で
、
農
村
景
観

の
保
存
に
努
め
て
い
く
所

存
で
あ
る
。

宮
守
総
合
支
所
の
今
後
と

周
辺
地
域
活
性
化
の
方
策
は

人
口
減
少
社
会
の
中
で

農
地
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）
一問一答方式

問�

　

教
職
員
の
長
時
間
労
働

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る

が
、市
教
育
委
員
会
で
は
、

当
市
に
お
け
る
労
働
環
境

の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。

答�

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
、

各
学
校
長
が
、
所
属
職
員

の
土
曜
・
日
曜
を
含
め
た

時
間
外
勤
務
の
状
況
を
把

握
・
と
り
ま
と
め
の
上
、

年
２
回
教
育
委
員
会
に
報

告
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
平
成
28
年
度
に
お
け

る
教
職
員
一
人
に
係
る
一

カ
月
当
た
り
の
時
間
外
勤

務
は
、
小
学
校
に
つ
い
て

は
約
33
時
間
、
中
学
校
に

つ
い
て
は
約
46
時
間
と
な

っ
て
い
る
。

　

一
カ
月
を
20
日
勤
務
と

し
て
換
算
し
た
場
合
、
教

職
員
一
人
当
た
り
、
小
学

校
で
は
一
日
に
約
１
時
間

40
分
、
中
学
校
で
は
一
日

に
約
２
時
間
20
分
の
時
間

外
勤
務
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
平
成
27

年
度
以
前
に
つ
い
て
も
、

ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
推
移
し

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

　

中
学
校
の
教
職
員
の
時

間
外
勤
務
が
小
学
校
の
教

職
員
よ
り
多
く
な
っ
て
い

る
理
由
は
、
６
月
・
10
月

に
中
総
体
・
新
人
戦
の
あ

る
時
期
と
重
な
る
と
捉
え

て
い
る
。

問�

　

教
職
員
の
業
務
改
善
と

は
、
何
を
さ
し
て
い
る
と

考
え
る
か
。

答�

　

時
間
的
な
多
忙
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
内
容
的

な
多
忙
さ
も
改
善
し
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問�

　

部
活
指
導
員
や
専
門
ス

タ
ッ
フ
、
地
域
住
民
と
の

連
携
を
深
め
「
チ
ー
ム
学

校
」
と
し
て
、
複
雑
化
・

多
様
化
す
る
課
題
に
対
応

で
き
る
環
境
整
備
も
必
要

で
は
な
い
の
か
。

答�

　

教
職
員
が
本
来
担
う
べ

き
学
務
に
専
念
で
き
る
環

境
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
専

門
ス
タ
ッ
フ
を
学
級
に
配

置
し
、
地
域
も
学
校
を
さ

さ
え
、「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
子
ど
も
達
に
向
き

あ
っ
て
い
き
た
い
。

浅沼 幸雄  議員
（政和クラブ）

市
内
に
お
け
る
教
職
員
の

労
働
環
境
の
実
態
は

教
職
員
の
業
務
改
善
策
は

一問一答方式

その他の質問

◦�本市における認知症の現
状と今後取り組む方策に
ついて

市民の協力により少しでも教職員の負担が軽減される
（達曽部地域教育協議会の様子）

議会機能の新庁舎移転後、２階フロアが（仮称）宮守千年の森歴史伝承館
や会議室に改修予定の宮守総合支所

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



　
わ
ら
す
っ
こ
の
頃
は
、
夏
休
み
が

待
ち
遠
し
く
て
、
昆
虫
採
集
に
海
水

浴
に
、
夏
だ
か
ら
こ
そ
の
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
だ
っ
た
気
が
し

ま
す
。

　
今
は
、
暑
さ
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
間
に
、
い
つ
の
ま
に
か
決
算
議
会

が
巡
っ
て
き
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と

季
節
を
楽
し
め
る
余
裕
が
持
て
る
と

い
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
い

や
い
や
、
こ
れ
も
自
分
次
第
！
「
お

も
し
ぇ
が
っ
た
な
ぁ
。
め
ん
け
が
っ

け
な
ぁ
。
う
め
が
っ
た
じ
ぇ
な
ぁ
。」

を
日
々
の
生
活
の
中
で
少
し
で
も
増

や
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
50
号
を
お
届
け
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
後
も
、議
会

の
活
動
状
況
を
正
確
に
伝
え
、
手
に

取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
誌
面
づ
く

り
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
ク

イ
ズ
の
応
募
に
一
喜
一
憂
し
て
お
り

ま
す
。
一
読
後
、
ぜ
ひ
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し

ま
す
。�

（
美
也
）

議
会
へ
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す！

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書き
のうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会だより
を読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。応募者の中から、抽選で３名の
方にすずらん商品券 1,000 円分をお贈りします。

（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0392  遠野市宮守町下宮守 29-77
　　　　　 遠野市議会事務局 宛
メールでも応募できます！！   gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　平成29 年８月 22 日（火）（当日消印有効）

環境にやさしい
植物性100％インク
を使用しています

〒028-0392　岩手県遠野市宮守町下宮守29地割77番地	 TEL 0198-67-2111
ホームページ　http://www.city.tono.iwate.jp/		  E-mail　gikai@city.tono.iwate.jp
【印刷】株式会社 東海印刷所

とおの議会だより

～議会だより49号クイズの答え～
その① 177 億　　その② 地域　　その③ 施政方針

【発行責任者】遠野市議会議長  新田勝見　 【編集】広聴広報常任委員会No.50

広聴広報常任委員 �
  ▪委員長▪ 菊池 巳喜男　　 ▪副委員長▪ 小林 立栄
  ▪委　員▪ 菊池  充・照井 文雄・多田  勉・菊池 美也

　昨夏、東京から小友町に引っ越しました。
出身は愛知県岡崎市。これまでご縁のなかっ
た場所で過ごす毎日は、一つ一つが新鮮で興
味深いことばかりです。
　遠野では、地域おこし協力隊制度を活用し
た「ローカルベンチャー事業」に携わってい

ます。この事業では、私のように別地域から
移住した十数名のメンバーが、行政や事業者、
地元の方々に協力いただきながら、新たな事
業を起こすために活動しています。事業テー
マは、「ホップの里からビールの里へ」と掲げ
る「ビールプロジェクト」や、どぶろく作りの
技術を学び全国や海外展開を見据える「発酵
プロジェクト」など多岐にわたります。
　地元の皆さんが培ってきた知恵や技術と、
専門スキルをもつメンバーの視点を掛け合わ
せ、新たな価値を生み出したり、地域の課題
解決につなげていくことができればと考えて
います。

とおの
議会だより クイズ

●欄に適切な言葉を入れて
下さい

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

編
　
集
　
後
　
記

わたしのひとこと

その ❶   平成 29 年●月定例会は、新たに完成
する市役所内の議場において開催されます。
その ❷   今年度開催された市民と議会との懇談

会は、いくつかの会場で「ワールド・●●●」
方式を取り入れました。
その ❸   教育民生常任委員会が行政視察した

シェア金沢。まちづくりのキーワードは
「●●●●●の空間」。

室 井　舞 花 さん
（小友町）

このコーナーは、市民の皆様のまちづくりの夢や希望
などを掲載しています。掲載を希望される方は、お気
軽に当事務局までお申し出ください。


